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１ はじめに 
自動車のデザインは多種多様である. 特に車体の形状

デザインだけに注目しても，用途や嗜好に応じてセダン, 

ワゴン, ミニバンなど様々な種類（クラス）が存在して

いる．このような車のデザインに関する多様なクラスの

形成は，自動車メーカー各社が互いに影響を与えあいな

がら車を設計し，消費者の需要に応じてしのぎを削って

競合した結果であるといえる． 

この過程において，自動車のデザインが車種から車種

へ受け継がれていくとすれば，デザインの単位を文化の

遺伝子，つまり，ミームとしてとらえることができ，さ

らにその変異や消費者による選択を考え合わせることに

より，デザインの多様な進化を生物と同じ手法で扱うこ

とが可能になる. 

文化的遺伝子の進化に関して，石山らは，鳥居等を題

材に系統樹を作成し，多様化過程の特徴について論じて

いる[1]．また，田村らは，遺伝子間の交流（水平伝播）
が文化的形質の特徴であるとの視点から，各県の日本語

方言に関する系統ネットワークを作成し，ネットワーク

の網目構造の発生や各県と地方との対応関係などについ

て論じている[2]． 

前述の通り，自動車のデザインは，その歴史的変遷に

おいて，消費者の選択という圧力を受けながら，メーカ

ー間や車種間で幾度となく交流してきたと考えられる．

そこで本研究では，文化進化に関する知見を得ることを

目的として，題材として自動車のデザインを取り上げ，

現在市販されている全車種に関する系統ネットワークを

作成することにより，その文化的交流を可視化し，それ

に基づいて分析を行った. 
 
２ 系統樹の生成手法 
本研究では，田村ら[2]と同様に NeighborNet[3]を用い

て系統ネットワークを作成した．系統樹を描く上での操

作単位を OTU(operational taxonomic unit)と呼ぶ．これは
通常は種である．行列の要素が各 OTU 間の距離である行
列を距離行列と言う．NeighborNet はこの距離行列から以
下のようにして系統樹を作成するアルゴリズム（図 1）
である． 
1) 生成された距離行列のうち，最も距離の近い OTU の
組み合わせを見つける．こうして選ばれた組み合わせ

を neighborsと呼ぶ． 
2) 選んだ組み合わせに，既に neighbors を持っている

OTU があれば，その OTU は網目構造を形成する(図
1)．この網目がネットワークを描いた際，文化の結合
を表わす．その後，3 つの OTU を 2 つに置換する．
この際，置換によって生まれた新しい OTU も

neighbors である．選んだ組み合わせが neighbors を持
っていなければⅰに戻る． 

3) OTUの数が 2以下になるまで 1)，2)を繰り返す． 

本研究では，ネットワークの描画に SplitsTree4[4]を使
用した． 

 

３ 自動車のデザインの遺伝子表現 
 本研究では車のデザインの中でも，特に，車体の形状
と外装のデザインについて系統樹を作成した．これは，

外装が流行や需要を大きく反映しやすく，車種間での盛

んな遺伝的交流を期待できるためである． 

 各車種の遺伝情報は次のように定めた．まず，車体の

幅や高さは，それぞれ数種類の長さに類別し数ビットで

表した．また，スライドドアなど有無で区別できるもの

は１ビットで，サイドミラーやライトの形状など複数の

形があるものについてはそれぞれにビットを割り当て，

対応する形状があれば１，ない場合は 0を割り当てた．

本研究では，車両前面のデザイン（グリルやライトの種

類・位置など）に特に注目して遺伝子表現を設計した． 

以上の方法で，計 78 ビットの遺伝情報を 2008 年 7 月

時点で購入可能な国産新車 178 台について作成した．遺

伝情報から車種間のハミング距離を算出し距離行列を作

成し, NeighborNetを使って系統ネットワークを描いた. 
なお，車のデータは『国産車のすべてvol.2 ザ・マイカ

ー2008 年 7 月 1 日号増刊』（ぶんか社）に基づく． 

 

４ 生成された系統樹の分析 
 生成された系統樹を図 2 に示す．各末端が各車種に相
当し，車種名の色が車体形状の種類（以下クラスと呼

ぶ），名称の前の略称が各メーカーに対応する．網目状

になっている部分は，形質の交流（水平伝播）が生じて

いるところであると考えられる．中心付近には数多くの

大きな網目が存在し，網目を維持しながら広がる一方で，

比較的中心部から放射状に広がる部分もあるなど，系統

の部分に応じて傾向が異なることがわかる． 
 
4.1 クラス別の傾向 
 まず，クラスごとの分布の傾向について述べる．全体

としてクラス毎に集まっており，おおまかに，図中右下

から時計回りに，軽自動車（右下）—SUV（左下）—ミ
ニバン（左）—ステーションワゴン（左上）—セダン・

図 1：左は NeighborNet の基本的なアルゴリズム．右は OTU
の置換方法．点線で囲まれた部分が neighbors である OTU．
既に neighbors であった OTU の組と新しく neighbors となっ
た OTUは網目構造を形成し，新たに 2つの OTUに置換され
る． 
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サルーン（上）—スポーティ（右上）のように分布して
いる．コンパクトカーは系統樹の右側に多く存在すると

同時にほぼ全域にも分布していることがわかる． 
 各クラスでの系統の構造に注目する．ミニバンは主に

図中左側に位置しており，中心付近で極めて細かく密な

網目が存在すると同時にそこから放射線状に数多くの枝

が伸びている．これは，各車種の基本的な構造はほぼ同

様であり，細かな点についてのみ違いがあることを示し

ている．近年のミニバンブームにおける各社の競合によ

る相互の遺伝的交流の結果，同様の車種が多く作られた

結果を示唆していると考えられる．一方，図中右下の軽

自動車については，中心付近からいくつかの大きな系統

が伸び，それらが互いに網目構造を作りつつ広く分布し

ていることがわかる．これは，軽自動車としての形状の

大きな制約を満たしつつも多様な用途を目的として様々

な車種が共存した結果であることを示していると推測で

きる．また，コンパクトカーが図中に広く分布している

ことは，どのようなクラスにおいても比較的小型な自動

車の需要があることを示していると考えられる．そのほ

か，多目的な用途に利用される SUV なども比較的広い分
布を持つことや，極端な形状を持つスポーツカーなどは

系統樹の端に集中するなど，各クラスのデザインの発展

に応じた状況を系統樹から読み取れることが示された． 
 
4.2 メーカー別の傾向 
 次に，メーカー別の分布の傾向について分析する．各

メーカーの車種数の差も考慮に入れるべきであるが，お

おむね次の通りであった．まず，各クラスにおいて，同

じメーカーの車種は近くに位置しやすい傾向が認められ

る．特に，図中上のマツダ・アテンザ，トヨタ・クラウ

ンのシリーズなどは集中しており，メーカーがあるクラ

スに類似した兄弟車種を集中的に生産する場合があるこ

とを示している． 
 メーカー別では，トヨタは最も車種が多く，軽自動車

をのぞく全域に分布する傾向があり，それを補う形でダ

イハツが軽自動車に分布している．ダイハツが軽自動車

を主に扱うトヨタの子会社であるためであろう．特に，

トヨタ車はミニバン（図中左）やセダン・サルーン（図

中上）など，各クラスの系統の中心付近に存在し密な網

目構造をもつことが多いことがわかった．これは，その

周辺に位置するホンダ・日産などの他メーカーを含む各

車種との遺伝的交流が生じやすい位置にあることを示し

ており，他メーカーと頻繁に影響し合ってきた（他社デ

ザインを利用したり/されたりしがちである）ことを意味
する．一方，三菱は車種が少ないが全体にまんべんなく

分布していると同時に，各車種の枝に網目が比較的少な

めである．これは，車種の持つ独自色の強さの表れであ

る可能性が考えられる． 
 
4.3 OEM 車種間の関係 
 最後に，他社に OEM 供給されている車種と，そのオ

リジナル車種との系統樹での比較を行った．OEM
（Original Equipment Manufacturer）とは，相手先ブラン
ドで販売される製品を製造すること，もしくは，製造す

るメーカーのことであり，OEM メーカーから製品の供給

を受けたメーカーにとっては製造ラインなどのコストを

抑えて販売力を上げることができ，供給側にとっては相

手先ブランドの販売力を生かして生産性を向上させるこ

とができ，自動車においても頻繁に見られる． 
 今回対象とした車種の中で OEM 車と OEM メーカーに
おいてそれに対応する車種の遺伝子距離は，0.19 以下に
収まり，OEM でない車種同士の距離がおおむね 0.28 か
ら 0.45 程度であるのに比べ，非常に近い関係にあること
がわかった．たとえば，OEM 関係の車種間で最も距離が

短いのは，軽自動車の三菱（OEM 供給元）タウンボック

スと日産クリッパー・リオ（図中下方向少し右よりに向

かう枝が最も長く密集した部分）であり，距離は 0.06
（78 遺伝子中 5 つのみ相違）であった．実際，OEM 関

係にある車種は系統樹上で極めて近い位置に存在し，枝

の末端に近い位置まで網目構造が存在する傾向があるこ

とがわかった．これは，OEM 供給が異なるメーカー間で

の遺伝的交流を促進することを表していると考えられる． 
 
 

５ おわりに 
 本研究では，文化的遺伝子（形質）の進化ダイナミク

スの理解を目指し，NeighborNet を用いて自動車デザイン
の系統ネットワークを描いた．系統樹を分析した結果，

車種の分布とネットワーク構造から，クラスごとの状況

やメーカーごとの影響力の傾向の違いなどが示されるこ

とが明らかになった．現在，車種間の関係性の詳細な分

析や外国車を組み入れた系統樹の分析を行っている． 
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図 2：自動車のデザインの系統ネットワーク．各車種のクラ
スを色で，メーカーを名称前の略称で示した． 

http://www.alife.cs.is.nagoya-u.ac.jp/にて補助資料を掲
載予定． 


